
(57)【要約】

【課題】管継手にワンタッチ式にフレキシブル管を挿入

したときに、管継手とフレキシブル管との密着性を高め

、かつ、フレキシブル管挿入確認手段により、フレキシ

ブル管が管継手の所定位置にまで挿入されたことを表示

出来る、フレキシブル管継手を得る。

【解決手段】継手本体のフレキシブル管挿入空間内に、

フレキシブル管の大径部と密接するする内径のシールパ

ッキン及び、内周面に係合突部を有するロックリングを

、該ロックリングがシールパッキンの一端に摺動自在に

嵌合及び離脱出来る状態で挿入し、ロックリングにはフ

レキシブル管継手本体のテーパー面と当接時ロックリン

グの内径を小とするテーパー面を設け、前記ロックリン

グにはロックリングの縮径時ロックリングとの係合を解

き、継手本体外に突出する識別ピンを有するスライドリ

ングを係合させてなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
継 手 本 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 に 、 フ レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 と 密 接 す る す る 内 径 を
有 し 筒 状 を な し た シ ー ル パ ッ キ ン 及 び 、 内 周 面 の 係 合 突 部 内 周 面 が 、 拡 径 時 フ レ キ シ ブ ル
管 の 大 径 部 よ り 大 径 と な り 、 縮 径 時 フ レ キ シ ブ ル 管 の 小 径 部 に 当 接 す る 弾 性 を 有 す る ロ ッ
ク リ ン グ を 、 該 ロ ッ ク リ ン グ が シ ー ル パ ッ キ ン の 一 端 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 及 び 離 脱 出 来 る 状
態 で 挿 入 し 、 ロ ッ ク リ ン グ に は フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と 当 接 時 ロ ッ ク リ ン
グ の 内 径 を 小 と す る テ ー パ ー 面 を 設 け 、 前 記 ロ ッ ク リ ン グ に は ロ ッ ク リ ン グ の 縮 径 時 ロ ッ
ク リ ン グ と の 係 合 を 解 き 、 継 手 本 体 外 に 突 出 す る 識 別 ピ ン を 有 す る ス ラ イ ド リ ン グ を 係 合
さ せ て な る フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 気 体 液 体 等 の 流 体 を 導 く 為 の フ レ キ シ ブ ル 管 を ワ ン タ ッ チ で 接 続 す る 為 の フ レ
キ シ ブ ル 管 継 手 に お い て 、 そ の 接 続 が 完 全 に 行 わ れ た か を 確 認 す る 接 続 確 認 手 段 を 有 す る
フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
フ レ キ シ ブ ル 管 の 外 径 よ り 大 き く す る こ と の 出 来 る 内 径 を 有 し 、 そ の 内 径 寸 法 を 縮 少 し た
と き に 内 周 面 に 突 出 し た 係 合 突 部 を フ レ キ シ ブ ル 管 の 環 状 凹 部 に 当 接 す る ロ ッ ク リ ン グ を
有 す る 管 継 手 に あ っ て は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 を 同 管 継 手 の ロ ッ ク リ ン グ に 挿 入 し た 際 に 、 フ
レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 分 と 小 径 部 分 と の 繰 り 返 し に よ る ロ ッ ク リ ン グ の 径 の 拡 大 と 縮 少 が
生 じ 、 フ レ キ シ ブ ル 管 の 小 径 部 分 と ロ ッ ク リ ン グ の 係 合 突 部 と が 喰 み 合 っ た 位 置 で ロ ッ ク
リ ン グ と フ レ キ シ ブ ル 継 手 本 体 と の 斜 面 を 当 接 し 該 斜 面 に よ り ロ ッ ク リ ン グ を 縮 径 方 向 に
締 め 付 け 、 フ レ キ シ ブ ル 管 を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 本 体 に 固 定 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 内 は 、 部 品 点 数 も 少 な く 、 そ の 構 成 も 簡 単 と な り 、 か つ 、 フ レ キ
シ ブ ル 管 と 管 継 手 内 周 面 と の 間 の シ ー ル 性 を 満 足 で き る も の と な っ て い た 。 然 し な が ら 、
こ の 装 置 は 管 接 続 時 は 、 管 継 手 内 の 所 定 位 置 ま で フ レ キ シ ブ ル 管 が 挿 入 さ れ て い る こ と を
確 認 す る た め の 機 能 を 有 し て い な か っ た 。 そ の た め に 、 フ レ キ シ ブ ル 管 を 挿 入 し た と き フ
レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 と ロ ッ ク リ ン グ と の 当 接 に よ る 手 応 え の 変 化 に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル
管 の 大 径 部 が 幾 つ 管 継 手 に 挿 入 さ れ た か を 感 じ 取 っ て い る 状 況 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て 、 管 継 手 に ワ ン タ ッ チ 式 に フ レ キ シ ブ ル 管 を 挿 入 し た と き に
、 管 継 手 と フ レ キ シ ブ ル 管 と の 密 着 性 を 高 め 、 か つ 、 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 確 認 手 段 を 設 け
、 フ レ キ シ ブ ル 管 が 管 継 手 の 所 定 位 置 に ま で 挿 入 さ れ た こ と を 表 示 出 来 る 、 フ レ キ シ ブ ル
管 継 手 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 で あ っ て 、 継 手 本 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 に 、 フ レ
キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 と 密 接 す る す る 内 径 を 有 し 筒 状 を な し た シ ー ル パ ッ キ ン 及 び 、 内 周 面
の 係 合 突 部 内 周 面 が 、 拡 径 時 フ レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 よ り 大 径 と な り 、 縮 径 時 フ レ キ シ ブ
ル 管 の 小 径 部 に 当 接 す る 弾 性 を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ を 、 該 ロ ッ ク リ ン グ が シ ー ル パ ッ キ ン
の 一 端 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 及 び 離 脱 出 来 る 状 態 で 挿 入 し 、 ロ ッ ク リ ン グ に は フ レ キ シ ブ ル 管
継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と 当 接 時 ロ ッ ク リ ン グ の 内 径 を 小 と す る テ ー パ ー 面 を 設 け 、 前 記 ロ
ッ ク リ ン グ に は ロ ッ ク リ ン グ の 縮 径 時 ロ ッ ク リ ン グ と の 係 合 を 解 き 、 継 手 本 体 外 に 突 出 す
る 識 別 ピ ン を 有 す る ス ラ イ ド リ ン グ を 係 合 さ せ て な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 と 共 に 次 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 断 面 を 示 す も の で あ る 。 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の
主 体 は 筒 状 を な し た 第 １ 本 体 ２ と 第 ２ 本 体 ３ と よ り な り 、 第 １ 本 体 ２ と 第 ２ 本 体 ３ と は そ
れ ぞ れ の 端 部 に 設 け ら れ た 螺 合 部 ４ で 一 体 に 結 合 さ れ て い る 。 第 １ 本 体 ２ に は 導 管 ５ を 螺
合 す る 螺 合 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 １ 本 体 ２ の 第 ２ 本 体 ３ 側 に は 第 １ ， 第 ２ 本 体 ２ ， ３ の 軸 線 Ｃ 方 向 に 延 び る 筒 状 の 拡 大 内
径 部 ７ を 構 成 し 、 そ の 最 奥 部 を 拡 大 内 径 部 ７ の 端 部 壁 面 ８ と し て い る 。 拡 大 内 径 部 ７ に は
シ ー ル パ ッ キ ン ９ を 摺 動 自 在 に 挿 入 し て い る 。 シ ー ル パ ッ キ ン ９ は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手
１ の 軸 線 Ｃ を 通 る 断 面 が コ 字 形 の 筒 状 を な し 、 端 面 １ ０ の 中 央 に は 流 体 が 通 過 す る 導 通 孔
１ １ を 設 け て い る 。 そ し て 、 シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 筒 状 体 を な す 主 体 部 分 か ら 導 通 孔 １ １ に
向 け て 端 面 １ ０ の 一 部 を 含 む 突 出 部 １ ２ を 形 成 し て い る 。 シ ー ル パ ッ キ ン ９ は 弾 力 性 を 有
す る 材 質 で あ る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン 三 量 体 （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 材 料
と す る も の が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 １ 本 体 ２ と 螺 合 す る 第 ２ 本 体 ３ も 筒 状 体 よ り な り 、 第 ２ 本 体 ３ の 端 部 に は 第 １ 本 体 ２ と
一 体 に 螺 合 す る 螺 合 部 ４ を 有 し 、 該 螺 合 部 ４ の 内 側 に は 拡 大 内 径 部 １ ３ 及 び そ れ よ り も 小
径 の 傾 斜 内 径 部 １ ４ を 隣 接 し て 設 け る 。 傾 斜 内 径 部 １ ４ は 拡 大 内 径 部 １ ３ に 接 し て い る 部
分 を 最 大 内 径 と し 、 そ れ よ り 遠 ざ か る に 従 っ て 内 径 を 漸 次 短 く し 、 テ ー パ ー 面 １ ５ を 形 成
し て い る 。 １ ６ は 傾 斜 内 径 部 １ ４ の 最 小 内 径 に 続 く 端 部 壁 面 で あ る 。 前 記 第 １ ， 第 ２ 本 体
２ ， ３ の 拡 大 内 径 部 ７ ， １ ３ 及 び 傾 斜 内 径 部 １ ４ の 中 央 部 分 は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間
１ ７ と 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
拡 大 内 径 部 １ ３ 内 に は 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ 及 び ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ を 配 す る 。 ロ ッ ク リ ン
グ １ ８ は 、 両 側 端 面 ２ ０ ， ２ １ 間 に 亘 る 切 除 部 ２ ２ を 有 す る 端 面 視 Ｃ 字 形 の 環 状 体 で 、 切
除 部 ２ ２ の 存 在 に よ り そ の 外 径 を 拡 大 し 又 は 切 除 部 ２ ２ の 間 隔 を な く す る ま で 縮 少 す る こ
と が 出 来 る よ う に し て い る 。 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 内 周 縁 ２ ３ に は 環 状 体 を な す ロ ッ ク リ ン
グ １ ８ の 中 心 方 向 を 向 く 切 欠 ２ ４ を 複 数 （ 図 示 の 例 で は ８ 個 所 ） 有 す る 係 合 突 部 ２ ５ を 設
け て い る 。 係 合 突 部 ２ ５ は 後 述 す る フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 小 径 部 に 係 合 し 、 フ レ キ シ ブ ル 管
を 固 定 す る 。 前 記 切 欠 ２ ４ は 、 該 切 欠 ２ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の
外 径 の 拡 大 縮 少 を 容 易 と し て い る 。 環 状 の ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 外 周 縁 ２ ６ の 両 側 に は テ ー
パ ー 面 ２ ７ ， ２ ８ を 形 成 し て い る 。 テ ー パ ー 面 ２ ７ の 傾 斜 角 度 は 前 記 し た フ レ キ シ ブ ル 管
継 手 １ の 第 ２ 本 体 ３ の 傾 斜 内 径 部 １ ４ の テ ー パ ー 面 １ ５ の 傾 斜 角 と 一 致 さ せ て い る 。 ま た
、 テ ー パ ー 面 ２ ８ の 傾 斜 角 は そ れ よ り も 急 で あ り 、 か つ 、 外 周 テ ー パ ー 面 ２ ８ ａ と 内 周 テ
ー パ ー 面 ２ ８ ｂ と の ２ 段 に 斜 中 で 分 か れ て い る 。 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 両 側 端 面 ２ ０ ， ２ １
は 、 同 面 ２ ０ ， ２ １ を 含 む 仮 想 面 が 軸 線 Ｃ と 直 交 す る よ う に し 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ が 外 径
を 縮 少 し た と き テ ー パ ー 面 ２ ７ と 前 記 第 ２ 本 体 ３ の テ ー パ ー 面 １ ５ と が 密 接 し 、 ロ ッ ク リ
ン グ 側 端 面 ２ ０ と 第 ２ 本 体 ３ の 傾 斜 内 径 部 １ ４ の 端 部 壁 面 １ ６ と が 当 接 す る よ う 構 成 し て
い る 。 ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ は 環 状 の 基 部 ３ ０ と 環 状 基 部 ３ ０ の １ 側 縁 ３ １ か ら 軸 心 Ｃ と 平
行 に 突 出 さ れ た 識 別 ピ ン ３ ２ と よ り な り 環 状 の 基 部 ３ ０ の 側 縁 ３ １ 側 は 肉 厚 を 薄 く し 該 部
に テ ー パ ー 面 ３ ３ を 形 成 し て い る 。 テ ー パ ー 面 ３ ３ は 、 後 述 す る ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ の 軸
線 Ｃ 方 向 へ の 摺 動 時 に 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 内 周 テ ー パ ー 面 ２ ８ ｂ と 対 面 し 圧 接 す る 。 ロ
ッ ク リ ン グ １ ８ の 外 周 テ ー パ ー 面 ２ ８ ａ は ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ の 側 縁 ３ １ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ は 、 そ の 外 径 を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 第 ２ 本 体 ３ の 拡 大 内 径 部 １ ３
内 に 入 る 程 度 と し 、 軸 心 Ｃ 方 向 に 摺 動 出 来 る よ う 第 ２ 本 体 ３ の 拡 大 内 径 部 １ ３ に 内 嵌 し 、
側 縁 ３ ４ と 第 １ 本 体 ２ の 端 面 ３ ５ と の 間 の 拡 大 内 径 部 １ ３ 内 に 設 け た ス プ リ ン グ ３ ６ に よ
っ て 常 に 図 １ に お い て 右 方 向 に 押 圧 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ の 摺 動
時 ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ の 識 別 ピ ン ３ ２ は 、 第 ２ 本 体 ３ に 設 け ら れ た 軸 線 Ｃ 方 向 に 沿 う 識 別
ピ ン 導 入 孔 ３ ７ 内 を 移 動 し 、 最 大 移 動 時 に は 識 別 ピ ン ３ ２ は 、 識 別 ピ ン 導 入 孔 ３ ７ か ら 突
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出 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 固 定 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
先 ず 第 ２ 本 体 ３ の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 １ ７ に 図 １ の Ａ に 示 す 如 く フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ を
挿 入 し 、 フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 先 端 部 ４ ０ を 環 状 の ロ ッ ク リ ン グ １ ８ に 通 す 。 フ レ キ シ ブ ル
管 Ｆ は 大 径 部 ４ １ と 小 径 部 ４ ２ と を 交 互 に 配 し て い る が 、 こ の と き ロ ッ ク リ ン グ １ ８ は 、
図 １ Ａ に 示 す 如 く 内 径 が 拡 大 さ れ た 状 態 で シ ー ル パ ッ キ ン ９ 端 部 に 嵌 合 し て い る 補 強 リ ン
グ ４ ３ に 支 持 さ れ て い る の で 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 係 合 突 部 ２ ５ と フ レ キ シ ブ ル パ イ プ Ｆ
と の 係 合 は な い 。 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 １ ７ に 挿 入 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 先 端 部 ４
０ が シ ー ル ド パ ッ キ ン ９ に 当 接 す と 、 シ ー ル ド パ ッ キ ン ９ は そ の 外 径 が フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ
の 大 径 部 ４ １ の 外 径 よ り 若 干 小 さ い が 、 弾 力 性 を 有 す る 材 質 の 為 、 フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ は シ
ー ル パ ッ キ ン ９ 内 に 挿 入 さ れ 両 者 は 互 い に 密 着 し シ ー ル ド 性 を 高 め る 。 そ し て 、 フ レ キ シ
ブ ル 管 Ｆ の 先 端 ４ ０ が シ ー ル ド パ ッ キ ン ９ の 突 出 部 １ ２ に 当 接 し 、 シ ー ル ド パ ッ キ ン ９ を
フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 第 １ 本 体 の 端 部 壁 面 ８ 側 に 押 し 込 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 先 端 部 ４ ０ が シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 突 出 部 １ ２ に 当 接 し 、 シ ー ル
パ ッ キ ン ９ を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 第 １ 本 体 ２ の 端 部 壁 面 ８ 側 に 押 し 込 ん だ と き 、 シ ー
ル パ ッ キ ン ９ は そ の 一 端 に 嵌 合 し て い る 補 強 リ ン グ ４ ３ と 共 に 、 図 １ に お い て 左 方 向 に 移
動 す る 。 こ の と き 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の テ ー パ ー 面 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ は 、 ス ラ イ ド リ ン グ １
９ の 環 状 の 基 部 ３ ０ の 側 縁 ３ １ 及 び テ ー パ ー 面 ３ ３ に そ れ ぞ れ 当 接 し ロ ッ ク リ ン グ １ ８ は
ス プ リ ン グ ３ ６ に 付 勢 さ れ た ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ に よ っ て 、 径 を 縮 少 す る 方 向 に 付 勢 さ れ
て い る 。 然 し こ の と き そ の 径 の 縮 少 は 、 補 強 リ ン グ ４ ３ に よ り 阻 止 さ れ て い る 。 そ し て 、
前 述 の シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 更 な る 左 行 に よ っ て 、 補 強 リ ン グ ４ ３ も 左 行 し 、 補 強 リ ン グ ４
３ と ロ ッ ク リ ン グ １ ８ と の 接 触 が な く な る と ロ ッ ク リ ン グ １ ８ は テ ー パ ー 面 ３ ３ 及 び 側 縁
３ １ に よ る 斜 面 ２ ８ ｂ ， ２ ８ ａ の 押 圧 及 び 自 己 の 弾 性 に よ り 径 を 縮 少 し 図 １ Ｂ に 示 す 如 く
、 係 合 突 部 ２ ５ を フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ に 向 け て 突 出 し フ レ キ シ ブ ル 管 の 小 径 部 と 係 合 す る 。
同 時 に ス ラ イ ド リ ン グ １ ９ は ス プ リ ン グ ３ ６ の 弾 性 に よ り 図 面 右 方 向 に 第 ２ 本 体 ３ 内 を 進
出 し 識 別 ピ ン ３ ２ を 第 ２ 本 体 ３ の 識 別 ピ ン 導 入 孔 ３ ７ よ り 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 径 の 縮 小 時 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 係 合 突 部 ２ ５ が フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ
の 小 径 部 ４ ２ に 当 接 し な い と き は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ を そ の 挿 入 方 向 に 前 後 に 抜 き 差 し す
る こ と で 係 合 突 部 ２ ５ を 小 径 部 ４ ２ と 一 致 さ せ れ ば 良 い 。 こ こ で フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ を 挿 入
時 と は 逆 に 、 図 １ に お い て 右 方 向 に 若 干 引 く と ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の テ ー パ ー 面 ２ ７ は フ レ
キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 第 ２ 本 体 ３ の テ ー パ ー 面 １ ５ と 密 接 し テ ー パ ー 面 １ ５ に よ っ て ロ ッ ク
リ ン グ １ ８ は 更 に 径 を 縮 少 す る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 か つ 、 シ ー ル パ ッ キ ン ９ は そ の 端 面 １ ０
に 導 管 内 の 水 圧 を 受 け シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 端 面 ４ ４ で ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 側 端 面 ２ １ を 押
圧 す る こ と に な り 、 前 記 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の テ ー パ ー 面 ２ ７ と 第 ２ 本 体 ３ の テ ー パ ー 面 １
５ と の 圧 接 に 力 を 付 加 し 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ８ の 係 合 突 部 ２ ６ は フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ の 小 径 部
４ ２ と 当 接 し 、 図 １ ８ に 鎖 線 で 示 す 如 く あ た か も 楔 状 に フ レ キ シ ブ ル 管 Ｆ を そ の 外 周 か ら
強 固 に 保 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 継 手 本 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 に 、 フ レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 と 密 接 す る
す る 内 径 を 有 し 筒 状 を な し た シ ー ル パ ッ キ ン 及 び 、 内 周 面 の 係 合 突 部 内 周 面 が 、 拡 径 時 フ
レ キ シ ブ ル 管 の 大 径 部 よ り 大 径 と な り 、 縮 径 時 フ レ キ シ ブ ル 管 の 小 径 部 に 当 接 す る 弾 性 を
有 す る ロ ッ ク リ ン グ を 、 該 ロ ッ ク リ ン グ が シ ー ル パ ッ キ ン の 一 端 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 及 び 離
脱 出 来 る 状 態 で 挿 入 し 、 ロ ッ ク リ ン グ に は フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と 当 接 時
ロ ッ ク リ ン グ の 内 径 を 小 と す る テ ー パ ー 面 を 設 け 、 前 記 ロ ッ ク リ ン グ に は ロ ッ ク リ ン グ の
縮 径 時 ロ ッ ク リ ン グ と の 係 合 を 解 き 、 継 手 本 体 外 に 突 出 す る 識 別 ピ ン を 有 す る ス ラ イ ド リ
ン グ を 係 合 さ せ て な る た め に 、 第 １ に 必 要 と す る 構 成 部 材 が 極 め て 少 な く て す む と い う 効
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果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ２ に ロ ッ ク リ ン グ の 縮 径 動 作 が ロ ッ ク リ ン グ の テ ー パ ー 面 と 継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と の
接 触 で 行 わ れ る よ う に し た た め に 、 ロ ッ ク リ ン グ の 継 手 本 体 の 軸 方 向 へ の 移 動 の み で フ レ
キ シ ブ ル 管 の 把 持 が 強 固 に 行 え る と い う 効 果 を 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ３ に 上 記 ロ ッ ク リ ン グ の テ ー パ ー 面 と 、 継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と の 当 接 に よ り ロ ッ ク リ
ン グ の 縮 径 動 作 が 行 わ れ た と き 、 ロ ッ ク リ ン グ の 縮 径 動 作 に よ っ て ス ラ イ ド リ ン グ と ロ ッ
ク リ ン グ の 係 合 が 解 か れ る た め 、 係 合 の 解 除 と 同 時 に ス ラ イ ド リ ン グ は ス プ リ ン グ の 弾 発
力 に よ っ て 継 手 本 体 よ り 識 別 ピ ン を 突 出 さ せ る か ら 、 フ レ キ シ ブ ル 管 の 所 定 位 置 へ の ロ ッ
ク リ ン グ の 係 合 突 部 の 挿 入 固 定 と 同 時 に 、 そ れ が 完 了 し た こ と を 識 別 ピ ン に よ り 表 示 す る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ４ に ロ ッ ク リ ン グ の 継 手 本 体 の 軸 方 向 へ の 移 動 に 際 し て 、 ロ ッ ク リ ン グ に 当 接 す る シ ー
ル パ ッ キ ン の 端 面 に 流 体 水 圧 を 受 け る た め に 、 ロ ッ ク リ ン グ と 継 手 本 体 の テ ー パ ー 面 と の
当 接 に 、 よ り 圧 力 が 加 え ら れ 、 か つ 、 常 に そ の 圧 力 は 、 流 体 圧 に よ り 加 え ら れ て い る こ と
に な る の で 、 一 旦 フ レ キ シ ブ ル 管 の 小 径 部 に 係 合 し た ロ ッ ク リ ン グ が 該 部 か ら 外 れ る よ う
な 事 態 は 生 じ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 の 縦 断 側 面 を 示 し 、 Ａ は フ レ キ シ ブ ル 管 を シ ー ル パ ッ
キ ン に 挿 入 し た 状 態 を 、 Ｂ は ロ ッ ク リ ン グ で フ レ キ シ ブ ル 管 を 固 定 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 。
Ａ ， Ｂ 共 に 軸 線 方 向 に 半 裁 し て 示 す 。
【 図 ２ 】 ロ ッ ク リ ン グ を 示 し Ａ は 正 面 図 、 Ｂ は 図 Ａ の Ｂ － Ｂ 線 切 断 端 面 図 。
【 図 ３ 】 シ ー ル パ ッ キ ン を 示 し 、 Ａ は 正 面 図 、 Ｂ は 図 Ａ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 図 ４ 】 ス ラ イ ド リ ン グ を 示 し 、 Ａ は 正 面 図 、 Ｂ は 図 Ａ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手
２ 　 第 １ 本 体
３ 　 第 ２ 本 体
４ 　 螺 合 部
５ 　 導 管
６ 　 螺 子 部
７ 　 拡 大 内 径 部
８ ， １ ６ 　 端 部 壁 面
９ 　 シ ー ル パ ッ キ ン
１ ０ 　 端 面
１ １ 　 導 通 孔
１ ２ 　 突 出 部
１ ３ 　 拡 大 内 径 部
１ ４ 　 傾 斜 内 径 部
１ ５ 　 テ ー パ ー 面
１ ６ 　 端 部 壁 面
１ ７ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間
１ ８ 　 ロ ッ ク リ ン グ
１ ９ 　 ス ラ イ ド リ ン グ
２ ０ ， ２ １ 　 両 側 端 面
２ ２ 　 切 除 部
２ ３ 　 内 周 縁
２ ４ 　 切 欠
２ ５ 　 係 合 突 部
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２ ６ 　 外 周 縁
２ ７ ， ２ ８ 　 テ ー パ ー 面
２ ８ ａ 　 外 周 テ ー パ ー 面
２ ８ ｂ 　 内 周 テ ー パ ー 面
３ ０ 　 環 状 の 基 部
３ １ 　 環 状 の 基 部 の 一 側 縁
３ ２ 　 識 別 ピ ン
３ ３ 　 テ ー パ ー 面
３ ４ 　 側 縁
３ ５ 　 第 １ 本 体 ２ の 端 面
３ ６ 　 ス プ リ ン グ
３ ７ 　 識 別 ピ ン 導 入 孔
４ ０ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 の 先 端 部
４ １ 　 大 径 部
４ ２ 　 小 径 部
４ ３ 　 補 強 リ ン グ
４ ４ 　 シ ー ル パ ッ キ ン の 端 面
Ｃ 　 軸 線
Ｆ 　 フ レ キ シ ブ ル 管
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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